
一
、
序

万
葉
集
の
巻
三
に
は
、
山
部
赤
人
の
富
士
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
題
詞
・

長
歌
三
一
七
番
歌
・
反
歌
三
一
八
番
歌
の
順
に
よ
る
構
成
で
、
掲
げ
れ
ば
次
の

と
お
り
（
書
き
下
し
本
文
は
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
二
』
に
よ
る
）。

山
部
宿す
く

禰ね

赤
人
、
富
士
の
山
を
望み

る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌

天あ
め
つ
ち地

の　

分わ
か

れ
し
時
ゆ　

神か
む

さ
び
て　

高
く
貴た
ふ
とき　

駿す
る
が河

な
る　

富
士

の
高た
か

嶺ね

を　

天あ
ま

の
原　

振
り
放さ

け
見
れ
ば　

渡
る
日ひ

の　

 

影か
げ

も
隠か
く

ら

ひ　

照
る
月
の　

光ひ
か
りも
見
え
ず　

白し
ら
く
も雲
も　

い
行ゆ

き
は
ば
か
り　

時と
き

じ

く
ぞ　

雪
は
降
り
け
る　

語
り
告つ

げ　

言
ひ
継つ

ぎ
行ゆ

か
む　

富
士
の
高

嶺
は
（
三
一
七
）

反
歌田た

ご子
の
浦
ゆ
う
ち
出い

で
て
見
れ
ば
真ま

白し
ろ

に
ぞ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り

け
る
（
三
一
八
）

右
は
、
日
本
最
初
の
富
士
歌
で
、
富
士
の
姿
を
眼
前
に
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る

傑け
っ
さ
く作

で
あ
る
。

傑
作
と
は
言
え
、
先
行
す
る
諸
作
品
に
学
ん
で
の
作
歌
の
努
力
に
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
当
面
歌
の
語
句
・
表
現
の
検
討
を
通
し
て
述
べ
る
こ
と

が
、
本
稿
の
主
な
目
的
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
当
面
歌
が
大
伴
家
持
や
大
伴

注
1

山
部
赤
人
の
「
富
士
の
山
を
望
る
歌
」

　
　
　
　

― 

享
受
と
創
造 

―

Poem
 on a D

istant View
 of M

ount Fuji by YA
M

A
BE-NO

-A
kahito:

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

The Enjoyment and Creation

鈴　

木　

武　

晴

SU
Z

U
K

I Takeharu
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池
主
の
立
山
の
歌
な
ど
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
浮
き
彫
り
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

二
、
先
行
歌
の
享
受
と
創
造

赤
人
富
士
歌
の
題
詞
「
富
士
の
山
を
望
る
歌
」（
原
文
「
望
不
盡
山
歌
」）
の
よ

う
に
、
山
を
視
覚
対
象
と
し
て
「
―
―
の
山
を
望
る
」
と
記
し
た
題
詞
は
、
万

葉
集
に
こ
の
一
例
の
み
。
こ
の
こ
と
は
、
和
歌
史
上
に
お
け
る
山
の
叙
景
歌
の

誕
生
を
語
り
告
げ
て
い
る
。

長
歌
三
一
七
の
冒
頭
二
句
「
天
地
の
分
れ
し
時
ゆ
」
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

歌
集
所
出
の
七
夕
歌
の

天
地
と
別
れ
し
時
ゆ
己お
の

が
妻
し
か
ぞ
離か

れ
て
あ
り
秋
待
つ
我わ
れ

は

�

（
巻
十
・
二
〇
〇
五
番
歌
）

の
上
二
句
を
意
識
し
、
助
詞
「
と
」
を
「
の
」
に
改
変
し
て
用
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。「
天
地
と
別
れ
し
」
は
「
天
と
地
と
別
れ
た
」
の
意
で
、
一
句
目

か
ら
天
と
地
と
の
分
離
が
強
く
表
わ
さ
れ
る
の
に
対
し
、
当
面
歌
の
「
天
地
の

分
れ
し
」
は
「
天
地
の
相
分
か
れ
た
」
の
意
味
で
、『
古
事
記
』
の
創
世
神
話

の
冒
頭
「
天
地
（
の
）
初
め
て
発お
こ

り
し
」
を
「
天
地
と
別
れ
し
」
よ
り
も
い
っ

そ
う
強
く
想
起
さ
せ
る
。
赤
人
が
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
に
詠
ん
だ
巻
六
・
九

三
三
番
歌
の
冒
頭
二
句
に
、「
天4
・
・

地4

の4・

遠
き
が
ご
と
く
」（「
天
地
が
無
窮
で
あ
る
よ

う
に
」
の
意
）
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
も
参
照
さ
れ
る
。

当
面
歌
第
三
句
の
「
神か
む

さ
び
て
」
に
目
を
移
そ
う
。
柿
本
人
麻
呂
の
吉
野
讃

歌
（
巻
一
・
三
六
～
三
九
番
歌
）
の
長
歌
三
八
に
「
や
す
み
し
し
我
が
大
君　

神か
む

な
が
ら
神
さ
び
せ
す
と
」
と
用
い
ら
れ
て
お
り
、
巻
一
・
四
五
番
歌
、
巻
二
・

一
九
九
番
歌
の
人
麻
呂
作
や
、
人
麻
呂
歌
集
所
出
の
巻
十
一
・
二
四
一
七
と
巻

十
二
・
二
八
六
三
番
歌
に
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
山
そ
の
も
の
に
対
し
て
用
い
た
例
で
は
な
い
。
赤
人

は
如
上
の
人
麻
呂
作
歌
や
人
麻
呂
歌
集
歌
の
「
神
さ
ぶ
」
の
用
法
を
知
り
つ
つ

も
、
直
接
に
は
山
に
対
し
て
の
例
で
あ
る
「
藤
原
の
宮
の
御
井
の
歌
」（
巻
一
・

五
二
～
三
番
歌
）
の
長
歌
五
二
の
「
…
…
耳み
み

成な
し

の
青あ
を

菅す
が

山や
ま

は　

背そ

面と
も

の
大
き
御み

門か
ど

に　

よ
ろ
し
な
へ
神
さ
び
立
て
り
…
…
」
の
語
句
・
用
法
に
学
ん
だ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

山
を
構
成
す
る
岩
に
対
し
て
用
い
た
、
巻
七
の
「
古
集
」
所
出
歌
、

神
さ
ぶ
る
岩
根
こ
ご
し
き
み
吉
野
の
水み

分く
ま
り

山や
ま

を
見
れ
ば
悲
し
も

�

（
一
一
三
〇
番
歌
）

の
用
法
も
心
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

「
神
さ
び
て
」
に
続
く
第
四
句
「
高
く
貴
き
」
の
よ
う
に
、
山
に
対
し
て
用

い
た
例
は
、
他
に
一
例
。
持
統
朝
の
伊
勢
行
幸
の
折
の
作
と
覚
し
き
巻
十
三
・

三
二
三
四
番
歌
に

や
す
み
し
し
我わ

ご
大
君　

高
照
ら
す
日
の
御み

こ子
の　

き
こ
し
を
す
御み

食け

つ
国　

神か
む
か
ぜ風
の
伊
勢
の
国
は　

国
見
れ
ば
し
も　

山
見
れ
ば
高
く
貴
し　

川
見
れ
ば

さ
や
け
く
清
し
（
後
略
）

と
あ
る
。
赤
人
は
、
こ
の
歌
の
「
山
見
れ
ば
高
く
貴
し
」
の
語
句
・
用
法
を
し

か
と
心
に
刻
み
つ
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（ 2 ）
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当
面
歌
の
第
五
句
六
句
「
駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺
を
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ

う
。
こ
の
表
現
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
東
海
道
の
駿
河
か
ら
望み

た
富
士
に
基
づ

く
。
集
中
他
に
、
赤
人
富
士
歌
の
次
に
在
る
、
高
橋
朝
臣
虫
麻
呂
歌
集
所
出
の

虫
麻
呂
作
歌
と
認
め
ら
れ
る
「
富
士
の
山
を
詠
む
歌
」（
巻
三
・
三
一
九
～
三
二
一

番
歌
）
の
長
歌
三
一
九
に
、「
駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺
は
見
れ
ど
飽あ

か
ぬ
か
も
」

と
あ
り
、
巻
十
一
・
二
六
九
五
番
歌
に
も

我わ
ぎ
も妹

子こ

に
逢
ふ
よ
し
を
無な

み
駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺
の
燃
え
つ
つ
か
あ
ら
む

と
歌
わ
れ
て
い
る
。「
駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺
」
の
表
現
は
、
赤
人
歌
が
最
初

で
、
他
は
そ
の
表
現
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
富
士
の
高
嶺
」
の
表

現
に
限
定
し
た
場
合
に
も
、
赤
人
富
士
歌
の
長
歌
三
一
七
に
二
例
。
虫
麻
呂
富

士
歌
の
長
歌
三
一
九
に
二
例
あ
り
、
先
掲
の
「
駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺
は
」
の

他
に
、
赤
人
歌
の
「
白
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
」
を
意
識
し
て
「
…
…
富
士
の

高
嶺
は　

天
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
」
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
他
の
例
に
、
先

掲
巻
十
一
・
二
六
九
五
番
歌
。
一
首
お
い
て
二
六
九
七
番
歌
（「
富
士
の
高
嶺
の

燃
え
つ
つ
渡
れ
」）、
そ
の
或
本
歌
（「
富
士
の
高
嶺
の
燃
え
つ
つ
も
居
れ
」）
が
あ
る
。

赤
人
の
長
歌
三
一
七
番
歌
の
「
富
士
の
高
嶺
」
の
表
現
は
、「
天
地
の
分
れ

し
時
ゆ　

神
さ
び
て
高4
・
・

く4

貴
き　

駿
河
な
る
富
士
の
高4・

嶺
を
」
と
い
う
冒
頭
か

ら
の
文
脈
の
中
で
富
士
の
高
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
必
然
的
に
用
い
ら
れ
た
表

現
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、「
富
士
の
高
嶺
」
の
表
現
、
そ
し
て
「
駿
河

な
る
富
士
の
高
嶺
」
の
表
現
は
、
赤
人
が
創
始
し
た
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。赤

人
は
「
富
士
の
高
嶺
」
の
表
現
の
他
に
、「
伊い

よ予
の
温ゆ

泉
に
至
り
て
作
る

歌
」（
巻
三
・
三
二
二
～
三
番
歌
）
の
長
歌
三
二
二
に
「
…
…
島
山
の
宜よ
ろ

し
き
国
と　

こ
ご
し
か
も
伊
予
の
高
嶺
の
…
…
」
と
、
う
る
わ
し
い
自
然
の
国
の
象
徴
と
し

て
聳
え
立
つ
伊
予
の
高
嶺
（
石
鎚
山
）
を
詠
ん
で
い
る
。「
駿
河
な
る
富
士
の
高

嶺
」
も
同
様
の
意
識
に
立
つ
表
現
で
あ
ろ
う
。

「
富
士
の
高
嶺
を
」
の
「
富
士
」
の
原
文
表
記
は
、「
布
士
」。「
布
」
の
字
は

「
ふ
」
の
音
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
富
士
の
雪
を
白
布
に
見
立
て
て
用
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
反
歌
三
一
八
の
第
三
句
「
真
白
に
ぞ
」
の
原
文
表
記
「
真

白
衣
」
が
そ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
（
拙
著
『
山
部
赤
人
の
富
士
の
山
を

望み

る
歌
』）。
外
部
徴
証
と
し
て
、
東
歌
の
常
陸
の
国
の
歌
（
巻
十
四
・
三
三
五
一
番

歌
）、

筑つ
く

波は

嶺ね

に
雪
か
も
降
ら
る
否い
な

を
か
も
愛か
な

し
き
子
ろ
が
布に
の

乾ほ

さ
る
か
も

が
参
照
さ
れ
る
。

赤
人
の
富
士
の
雪
に
対
す
る
美
意
識
を
投
影
す
る
表
記
が
「
布
」
で
あ
り
、

以
後
、「
布
士
」（
三
二
一
、
高
橋
虫
麻
呂
富
士
歌
）、「
布
仕
」(

巻
十
一
・
二
六
九

七
番
歌)

、「
布
時
」（
巻
十
四
・
三
三
五
七
番
歌
）、「
布
自
」（
巻
十
四
・
三
三
五
八
番

歌
、
同
歌
の
一
本
の
歌
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
赤
人
富
士
歌
の
表
記
の

影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

赤
人
歌
の
「
富
士
の
高
嶺
を
」
に
つ
い
て
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
の
伊
藤
博

『
新
版　

万
葉
集
一
』
に
「
富
士
の
高
嶺
よ
、
そ
の
高
嶺
を
、
の
意
」
と
注
し

て
い
る
。「
を
」
は
格
助
詞
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
詠
嘆
の
心
を
込
め
て

の
間
投
助
詞
性
を
有
し
て
い
る
の
で
、
妥
当
な
注
と
言
え
る
。
口
頭
で
歌
う
場

合
に
は
、
詠
嘆
の
思
い
を
こ
め
て
歌
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
「
富
士
の
高
嶺
」
を
第
七
句
・
八
句
「
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
」
と

う
た
っ
て
い
る
。
音
数
律
の
関
係
も
あ
る
が
、
万
葉
集
中
の
「
そ
の
山
を
振
り

注
２

注
３

（ 3 ）
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放
け
見
つ
つ
」（
巻
二
・
一
五
九
番
歌
）、「
青
山
を
振
り
放
け
見
れ
ば
」（
巻
十
三
・

三
三
〇
五
、
三
三
〇
九
番
歌
）
の
よ
う
に
歌
わ
ず
に
、「
富
士
の
高
嶺
を　

天
の
原

振
り
放
け
見
れ
ば
」
と
「
天
の
原
」
を
介
在
さ
せ
て
詠
ん
だ
点
に
赤
人
の
工
夫

が
あ
る
（
小
野
寛
「
山
部
赤
人
の
長
歌
の
構
成
」、『
万
葉
集
歌
人
摘
草
』
所
収
）。
そ
の

結
果
、「
富
士
の
神
性
と
崇
高
さ
、
空
間
的
な
無
限
性
を
う
ち
出
し
」（
坂
本
信

幸
「
赤
人
の
富
士
の
山
の
歌
」、『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
第
七
巻
』
所
収
）、
そ
び

え
立
つ
富
士
の
姿
を
天
空
に
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

「
富
士
の
高
嶺
を　

天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
」
に
拠
る
情
景
を
、
次
の
第

九
句
か
ら
十
六
句
ま
で
に
、「
渡
る
日
の
影
も
隠か
く

ら
ひ　

照
る
月
の
光
も
見
え

ず　

白
雲
も
い
行ゆ

き
は
ば
か
り　

時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
と
歌
っ
て
い

る
。
あ
り
う
べ
き
景
を
対
句
仕
立
て
に
し
て
並
べ
あ
げ
る
物
ぼ
め
の
伝
統
の
方

法
に
拠
り
な
が
ら
、
時
間
や
空
間
を
絶
し
た
尊
厳
な
た
た
ず
ま
い
を
描
出
し
て

い
る
（
先
掲
『
釋
注
』）。

こ
の
前
半
四
句
の
表
現
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
「
泣
血
哀
慟
歌
」
の
「
渡
る
日

の
暮く

れ
行ゆ

く
が
ご
と　

照
る
月
の
雲
隠
る
ご
と
」（
巻
二
・
二
〇
七
番
歌
）
を
応
用

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
影
も
隠
ら
ひ
」
の
「
隠
ら
ひ
」
の
原
文
表
記
「
隠

比
」
も
他
に
一
例
、
人
麻
呂
の
石
見
相
聞
歌
の
巻
二
・
一
三
五
番
歌
に
見
え
る

の
み
。「
照
る
月
の
光
も
見
え
ず
」
の
「
名
詞
＋
も
見
え
ず
」
の
表
現
も
、
人

麻
呂
の
巻
三
・
二
六
二
番
歌
に
「
矢や

釣つ
り
や
ま山
木こ

立だ
ち

も
見
え
ず
」
と
あ
り
、
そ
の
用

法
の
影
響
も
看
て
取
れ
る
。

し
か
し
、
赤
人
は
「
渡
る
日
の4・

影4・

」「
照
る
月
の4・

光4・

」
と
、
日
月
の
「
影
」（
光
）

を
強
調
的
に
表
わ
し
、
そ
の
光
も
隠
れ
て
見
え
な
い
ほ
ど
、
富
士
が
高
く
そ
び

え
立
つ
さ
ま
を
歌
っ
た
点
に
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
「
白
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
」
と
、
富
士
の
前
を
お
そ
る

お
そ
る
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し
て
ゆ
く
白
雲
の
擬
人
的
表
現
を
添
加
し
、
こ
れ
に

雪
を
合
わ
せ
て
、「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
と
詠
嘆
し
た
点
に
も
、
叙
述

の
工
夫
が
あ
る
と
言
え
る
。

「
い
行
き
は
ば
か
り
」
は
集
中
他
に
一
例
。
巻
十
二
・
三
〇
六
九
番
歌
に

赤あ
か

駒ご
ま

の
い
行
き
は
ば
か
る
真ま

葛く
ず

原は
ら

何
の
伝つ

て
言こ
と

直た
だ

に
し
よ
け
む
（
傍
線
部

の
原
文
は
「
射
去
羽
計
」）

と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
条
の
歌
謡
一
二
八
に
、
童わ
ざ

歌

と
し
て
結
句
を
「
直た
だ

に
し
良え

け
む
」
と
し
て
載
せ
る
。
紀
歌
謡
の
「
い
行
き
は

ば
か
る
」
は
、
原
文
「
以
喩
企
波
々
箇
屢
」。
赤
人
は
三
〇
六
九
番
歌
と
紀
歌

謡
一
二
八
の
双
方
を
考
慮
し
て
「
白
雲
」
に
応
用
し
、「
白
雲
も
い
行
き
は
ば

か
り
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
赤
人
富
士
歌
の
影
響
が
看
て
取

れ
る
高
橋
虫
麻
呂
の
富
士
歌
に
は
、
長
歌
三
一
九
に
赤
人
歌
の
「
い
行
き
は
ば

か
り
」
と
表
現
・
表
記
が
全
く
同
じ
の
原
文
「
伊
去
波
代
加
利
」
が
あ
り
、
反

歌
三
二
一
に
は
上
掲
三
〇
六
九
番
歌
と
類
似
の
原
文
「
伊
去
羽
4

4

斤
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
虫
麻
呂
は
赤
人
歌
と
三
〇
六
九
番
歌
の
両
者
を
表
記
ま
で
考
慮
し

て
用
い
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

赤
人
富
士
歌
の
「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
に
関
し
て
、『
釋
注
』
に
、

日
・
月
・
雲
・
雪
の
四
景
の
う
ち

赤
人
が
実
際
に
見
て
い
る
の
は
、
雪
で
あ
ろ
う
。
長
歌
の
景
の
叙
述
が
、

「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
で
終
わ
り
、
そ
れ
を
承
け
て
、
反
歌
が
、「
真

白
に
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
で
結
ば
れ
、
こ
の
一
点
に
焦
点
が
注
が
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。「
雪
は
降
り
け
る
」
は
、
雪
が
降
り
積
も
っ
て
存
在
す

る
さ
ま
を
い
う
。「
け
り
」
は
「
来き

あ
り
」
の
略
で
、
過
去
の
動
作
や
作

注
４

注
５
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用
が
現
在
ま
で
継
続
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
表
わ
す
か
ら
、「
け
り
」
の

つ
い
た
表
現
は
こ
う
い
う
意
味
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、
現
在
雪

が
降
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
降
り
積
も
っ
た
雪
を
頂
く
富
士
の
山

頂
が
蒼
空
に
く
っ
き
り
浮
き
立
っ
て
い
る
さ
ま
を
述
べ
た
の
が
「
雪
は
降

り
け
る
」
な
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。

こ
の
「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
歌
の
天
武
天
皇
御

製
歌
（
巻
一
・
二
五
番
歌
）
の

み
吉
野
の　

耳み
み

我が

の
嶺み
ね

に　

時
な
く
ぞ　

雪
は
降
り
け
る　

間ま

な
く
ぞ　

雨
は
降
り
け
る　
（
後
略
）

や
、
そ
の
異
伝
の
「
或
本
の
歌
」（
二
六
番
歌
）
の

み
吉
野
の　

耳
我
の
山
に　

時
じ
く
ぞ　

雪
は
降
る
と
い
ふ　

間
な
く
ぞ　

雨
は
降
る
と
い
ふ
（
後
略
）

や
、
こ
の
異
伝
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
巻
十
三
・
三
二
九
三
番
歌
の

み
吉
野
の　

御み

金か
ね

の
岳た
け

に　

間
な
く
ぞ　

雨
は
降
る
と
い
ふ　

時
じ
く
ぞ　

雪
は
降
る
と
い
ふ　
（
後
略
）

の
傍
線
部
の
表
現
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
三
つ
の
表
現
を
仔
細
に
見
る
と
、
赤
人
は
、
二
五
番
歌
の
「
雪
は

降
り
け
る
」
と
、
二
六
番
歌
・
三
二
九
三
番
歌
の
「
時
じ
く
ぞ
」
を
組
み
合
わ

せ
て
、「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
と
い
う
別
の
表
現
を
成
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
時
な
く
ぞ
」（
二
五
番
歌
）
よ
り
も
「
時
じ
く
ぞ
」(

二
六
・
三
二
九
三

番
歌)

、「
雪
は
降
る
と
い
ふ
」
よ
り
も
「
雪
は
降
り
け
る
」、
と
い
う
判
断
が

働
い
て
、
富
士
の
実
態
に
適
し
た
表
現
に
し
た
の
で
あ
る
。

赤
人
の
富
士
歌
は
、
こ
の
「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
に
至
る
表
現
の
中

に
、
持
統
女
帝
の
吉
野
行
幸
の
折
に
柿
本
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
吉
野
讃
歌
の
巻

一
・
三
八
番
歌
な
ど
の
影
響
が
看
て
取
れ
た
が
、
幾
度
も
吉
野
行
幸
を
お
こ
な

う
に
至
っ
た
契
機
の
原
点
と
言
え
る
天
武
天
皇
の
吉
野
御
製
歌
と
、
そ
の
異
伝

の
表
現
を
も
と
に
類
似
の
別
の
表
現
を
成
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
赤
人
が
聖
地
吉
野
の
神
性
に
よ
っ
て
富
士
の
神
性
を
高
め
よ

う
と
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。
駿
河
の
富
士
で
あ
り
つ
つ
、
聖
地
吉
野
の

神
性
に
裏
う
ち
さ
れ
た
大
和
（
日
本
）
の
聖
な
る
山
で
あ
る
と
の
意
識
が
赤
人

に
あ
り
、
そ
の
意
識
を
こ
め
て
「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
と
歌
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
長
歌
三
一
七
の
末
三
句
に
お
い
て
、「
語

り
告
げ
言
ひ
継
ぎ
行
か
む　

富
士
の
高
嶺
は
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
虫
麻
呂
は
赤
人
の
こ
う
し
た
意
識
を
読
み
取
っ
て
、
長
歌
三
一
九
に
お
い

て
「
日
の
本
の
大
和
の
国
の　

鎮し
づ

め
と
も
い
ま
す
神
か
も　

宝
と
も
な
れ
る
山

か
も
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

原
文
「
語
告
」
に
は
、
訓よ

み
と
意
味
に
異
説
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
の
捉

え
方
に
支
障
は
な
い
。
が
、
原
文
「
語
告
」
の
訓
み
と
意
味
は
重
要
な
こ
と
で

あ
る
の
で
、
節
を
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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三
、
原
文
「
語
告
」
の
訓
み
と
意
味

通
説
は
原
文
「
語
告
」
の
「
告
」
を
「
継つ

ぎ
」
の
借
訓
文
字
と
見
、「
語
り

継つ

ぎ
」
の
訓
み
と
意
味
を
採
る
。
し
か
し
、
紀
州
本
に
「
語
り
告
げ
」
の
訓
み

を
記
し
て
お
り
（『
校
本
萬
葉
集
』）、
注
釈
書
で
は
『
代
匠
記
』
初
稿
本
と
精
撰
本
、

山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講
義
』、
先
掲
『
釋
注
』、
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』・

先
掲
『
山
部
赤
人
の
富
士
の
山
を
望
る
歌
』
に
「
語
り
告つ

げ
」
と
訓
ん
で
い
る
。

確
か
に
、
三
一
三
番
歌
の
「
語
カ
タ
リ

之シ

告ツ
ゲ

者バ

」
や
二
八
七
三
番
歌
の
「
謂
カ
タ
リ

告ツ
グ

我ガ

祢ネ

」
の
「
告
」
の
よ
う
に
、
原
文
「
告
」
を
「
継
ぎ
」
の
借
訓
文
字
と
し
て
用

い
た
例
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
、『
釋
注
』
に
は
『
代
匠
記
』
の
訓
に
従
う
理
由

に
つ
い
て
、「
下
二
段
動
詞
『
告
ぐ
』
に
は
ツ
ゲ
・
ツ
グ
の
活
用
形
は
存
す
る

も
の
の
、
ツ
ギ
の
活
用
形
な
く
、『
継
ぎ
』
の
借
訓
文
字
と
見
る
こ
と
に
は
疑

問
が
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。
が
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
は
通
説
に
従
う
人
々
を

納
得
さ
せ
る
に
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
そ
の
他
の
根
拠
も
挙

げ
る
。

ま
ず
、
原
文
表
記
の
面
。
先
に
「
告
」
が
「
継
ぎ
」
の
借
訓
文
字
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
例
を
確
認
し
た
が
、
一
方
で
原
文
「
語
告
」
を
「
語
り
告
げ
」

と
訓
む
例
も
存
在
す
る
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
の
大
伴
旅
人
の
亡
妻
挽
歌
の

磯い
そ

の
上
に
根ね

延ば

ふ
む
ろ
の
木
見
し
人
を
い
づ
ら
と
問
は
ば
語
り
告
げ
む
か

�

（
巻
三
・
四
四
八
番
歌
。
傍
線
部
の
原
文
は
「
語4・

将
告4・

可
」）

の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
借
訓
文
字
の
例
と
そ
う
で
な
い
例
が
並

存
す
る
状
況
の
中
で
、
借
訓
文
字
と
捉
え
る
こ
と
が
妥
当
と
は
言
え
ま
い
。
山

上
憶
良
の
巻
五
・
八
九
四
番
歌
に
「
言こ
と
だ
ま霊
能の　

佐さ

吉き

播は

布ふ

国く
に

等と　

加か

多た

り利
継つ
ぎ　

伊い

ひ比
都つ

が賀
比ひ

計け

り理
」
と
あ
る
が
、
赤
人
富
士
歌
以
後
の
詠
作
の
「
加
多
利
継
」

の
例
を
赤
人
富
士
歌
の
「
語
告
」
に
適
用
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
加
多
利
継
」
は
憶
良
が
赤
人
歌
の
「
語
告
」
を
赤
人
当
人
の
訓
み
と
は
別
に

「
語
り
告つ

ぎ
」
と
訓
ん
だ
可
能
性
を
物
語
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
憶
良
歌
の

「
加
多
利
継
」
が
「
継
」
の
字
の
み
仮
名
で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
憶
良

が
赤
人
の
「
語
告
」
に
対
し
て
意
識
的
に
「
語
り
継
ぎ
」
の
表
現
を
成
し
た
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
憶
良
歌
の
例
は

赤
人
歌
の
「
語
告
」
を
「
語
り
継
ぎ
」
と
訓
む
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
赤
人
富
士
歌
以
外
の
赤
人
歌
や
、
赤
人
富
士
歌
の
影
響
を
受
け

た
と
考
え
ら
れ
る
歌
人
の
歌
の
例
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

赤
人
の
歌
で
は
、
富
士
歌
と
同
じ
巻
三
に
、
東
国
の
下
総
国
を
旅
し
た
折
の

「
勝か
つ

鹿し
か

の
真ま

間ま
の

娘を
と
め子

が
墓
を
過
ぐ
る
時
に
、
山
部
宿
禰
赤
人
が
作
る
歌
」（
四
三

一
～
四
三
三
番
歌
）
が
あ
り
、
そ
の
第
一
反
歌
四
三
二
に

我
も
見
つ
人
に
も
告
げ
む
勝
鹿
の
真
間
の
手て

ご児
名な

が
奥
つ
城き

と
こ
ろ

と
詠
ん
で
い
る
の
が
目
を
引
く
。
ち
な
み
に
、
傍
線
部
の
原
文
表
記
は
「
人
尓

毛
将
告4・

」。
す
で
に
『
釋
注
』
に
、
第
一
反
歌
四
三
二
に
「
赤
人
が
富
士
の
歌

で
用
い
た
宮
廷
歌
人
独
特
の
讃
美
の
表
現
『
語
り
告
げ
言
ひ
継
ぎ
行
か
む
』（
三

一
七
）
と
同
様
な
述
懐
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

赤
人
以
外
の
歌
人
の
作
品
で
は
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
の
大
伴
家
持
の

「
立た
ち
や
ま山
の
賦
」（
巻
十
七
・
四
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
二
番
歌
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
釋
注
九
』

に
「
国
土
讃
歌
で
あ
る
。
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
（
１
三
六
～
九
）
や
赤
人
の
富
士

注
６

注
７
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讃
歌
（
３
三
一
七
～
八
）
と
叙
述
・
構
成
が
似
て
お
り
、
そ
れ
を
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
明
瞭
。」
と
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
具
述
が
な
い
の
で
、
本
稿
が
補
述
す
る
。

ま
た
、
記
述
が
な
い
池
主
和
歌
に
つ
い
て
新
た
な
点
を
指
摘
す
る
。

「
立
山
の
賦
」
の
長
歌
四
〇
〇
〇
に
、
家
持
は
、
越
中
国
の
「
常と
こ
な
つ夏

に
雪
降

り
敷
」
く
立
山
に
都
か
ら
通
い
続
け
て
、
来
る
年
来
る
年
ご
と
に
遠
く
か
ら
な

り
と
「
振
り
放さ

け
見
」
て
は
、「
万
よ
ろ
づ

代よ

の
語
ら
ひ
ぐ
さ
と　

い
ま
だ
見
ぬ
人
に

も
告
げ
む　

音
の
み
も
名
の
み
も
聞
き
て　

羨と
も

し
ぶ
る
が
ね
」
と
詠
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
傍
線
部
は
赤
人
富
士
歌
の
原
文
「
語
告
」
を
「
語
り
告
げ
」
と
家

持
が
訓
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
こ
こ
に
応
用
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
（
先
掲
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』）。

家
持
の
「
立
山
の
賦
」
に
和
し
た
の
が
大
伴
池
主
の
「
敬つ
つ
しみ

て
立
山
の
賦
に

和
ふ
る
一
首
幷
せ
て
二
絶
」（
四
〇
〇
三
～
四
〇
〇
五
番
歌
）
で
あ
る
。
家
持
が
赤

人
富
士
歌
の
「
語
告
」(

語
り
告
げ)

の
方
に
重
心
を
置
い
て
詠
ん
だ
の
に
対

し
て
、
池
主
は
赤
人
富
士
歌
の
「
語
告
」（
語
り
告
げ
）
の
直
下
の
「
言い
ひ

継つ
ぎ

将ゆ
か
む徃

」（
言
ひ
継
ぎ
行ゆ

か
む
）
を
意
識
し
て
、「
万
よ
ろ
づ

代よ

に　

言
ひ
継つ

ぎ
行ゆ

か
む
」（
四

〇
〇
三
）
と
応
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
赤
人
富
士
歌
の
原
文
「
語
告
言
継
将
徃
」
は
、「
語
り

告
げ
言
ひ
継
ぎ
行ゆ

か
む
」
と
訓
み
、「（
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
人
々
に
）
語
り
告
げ

て(

万
代
の)

の
ち
ま
で
も
言
ひ
継
い
で
ゆ
こ
う
。」
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

四
、
反
歌
三
一
八
の
考
察

以
上
の
長
歌
三
一
七
の
次
に
赤
人
は
反
歌
三
一
八
を
歌
っ
た
。
人
口
に
膾
炙

し
て
い
る
歌
で
あ
る
。
声
に
出
し
て
歌
え
ば
、
心
が
清
め
ら
れ
る
よ
う
な
歌
で

あ
る
。

初
句
「
田
子
の
浦
」
は
、
現
在
の
富
士
市
の
田
子
の
浦
と
は
位
置
が
異
な
り
、

興お
き

津つ

の
東
の
薩さ
っ

唾た

山
の
麓
よ
り
由
比
、
蒲
原
を
経
て
吹
上
浜
に
至
る
弓
状
の
入

海
を
さ
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
古
径
』）。

「
田
子
の
浦
」
は
万
葉
集
中
他
に
二
例
（
巻
三
・
二
九
七
、
巻
十
二
・
三
二
〇
五
番

歌
）。
当
面
歌
に
先
行
す
る
巻
三
・
二
九
七
番
歌
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
二
九

七
は
二
九
六
と
と
も
に
在
る
歌
で
、
次
の
と
お
り
。

田
口
益ま
す
ひ
と人
大
夫
、
上か
み
つ
け
の野
の
国く
に
の 

司つ
か
さに
任ま

け
ら
ゆ
る
時
に
、
駿
河
の
清き
よ

見み

の

崎
に
至
り
て
作
る
歌
二
首

廬い
ほ

原は
ら

の
清き
よ

見み

の
崎
の
三み
ほ

保
の
浦
の
ゆ
た
け
き
見
つ
つ
物も
の

思も

ひ
も
な
し

�

（
二
九
六
）

昼
見
れ
ど
飽あ

か
ぬ
田
子
の
浦
大
君
の
命み
こ
と  

畏か
し
こみ
夜
見
つ
る
か
も�（
二
九
七
）

作
者
の
田
口
朝
臣
益
人
は
、
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
三
月
十
三
日
に
従
五
位

で
上
野
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』）。
そ
れ
に
拠
る
旅
の
途
次
で
の

歌
で
あ
る
。

こ
の
二
首
に
、「
富
士
」
の
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、「
三
保
の
浦
の

ゆ
た
け
き
見
つ
つ
」（
二
九
六
）
や
「
昼
見
れ
ど
飽
か
ぬ
田
子
の
浦
」（
二
九
七
）

の
光
景
の
中
に
、
ま
た
、「
夜
見
つ
る
か
も
」（
二
九
七
）
の
夜
景
の
中
に
も
、

そ
び
え
立
つ
富
士
が
在
っ
た
で
あ
ろ
う
。

赤
人
は
こ
の
二
首
を
知
っ
て
い
て
、
田
口
益
人
が
直
接
歌
わ
な
か
っ
た
富
士

の
山
を
歌
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
赤
人
は
益
人
の
二
九
六
の
「
ゆ

た
け
き
見
つ
つ
物
思
ひ
も
な
し
」
の
境
地
に
深
い
共
感
を
寄
せ
つ
つ
、
二
九
七

の
「
夜
見
つ
る
か
も
」
に
対
し
て
、
昼
間
の
光
景
の
中
に
そ
び
え
立
つ
富
士
を

注
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詠
み
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
こ
の
見
解
は
、

赤
人
が
益
人
の
二
首
を
知
ら
な
い
場
合
で
も
、
結
果
と
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ

る
。「

田
子
の
浦
ゆ
」
の
「
ゆ
」
は
、
こ
こ
は
「
～
を
通
っ
て
」
の
意
で
、
経
由

を
表
わ
す
。
長
歌
三
一
七
冒
頭
の
「
天
地
の
分
れ
し
時
ゆ
」
の
「
ゆ
」
は
起
点

の
「
～
か
ら
」
の
意
で
、
長
歌
と
反
歌
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

「
う
ち
出い

で
て
見
れ
ば
」
は
視
覚
的
字
余
り
の
句
。
実
際
に
は
「
う
ち
」
の

「
ち
」
音
の
母
音
i
と
「
出い

で
」
の
i
音
が
連
続
し
て
、
少
し
延
ば
す
よ
う
に

し
て
発
音
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
表
現
は
万
葉
集
中
他
に
一
例
、
巻
十
三
・
三
二
三
八
番
歌
（
三
二
三
六

番
歌
の
或
本
の
歌
三
二
三
七
番
歌
の
反
歌
に
あ
た
る
）
に
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。

逢あ
ふ
さ
か坂

を
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
近あ
ふ
み江

の
海
白し
ら

木ゆ

綿ふ

花ば
な

に
波
立
ち
わ
た
る

一
首
は
「
逢
坂
の
峠
を
う
ち
出
て
見
る
と
、
お
お
、
近
江
の
海
、
そ
の
海
に

は
白
木
綿
花
の
よ
う
に
、
波
が
立
ち
渡
っ
て
い
る
。」
の
意
。

『
釋
注
七
』
に
、
こ
の
歌
の
「
白
木
綿
花
に
」
の
句
が
、
巻
六
の
「
九
〇
九

な
ど
、
奈
良
朝
の
歌
に
見
え
る
。
反
歌
は
奈
良
朝
に
な
っ
て
添
え
ら
れ
た
も
の

か
。」
と
述
べ
て
い
る
。「
白
木
綿
花
」
の
句
は
他
に
三
例
、「
山
高
み
白
木
綿

花
に
落
ち
た
ぎ
つ
」（
巻
六
・
九
〇
九
番
歌
、
養
老
七
年
〈
七
二
三
〉
五
月
、
笠
金
村
）、

「
泊
瀬
川
白
木
綿
花
に
落
ち
た
ぎ
つ
」（
巻
七
・
一
一
〇
七
番
歌
）、「
山
高
み
白
木

綿
花
に
落
ち
た
ぎ
つ
」（
巻
九
・
一
七
三
六
番
歌
、
式
部
大
倭
）。
い
ず
れ
も
奈
良
朝

の
歌
と
認
め
ら
れ
る
。
笠
金
村
の
例
以
外
の
二
例
は
、
金
村
の
例
に
学
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。

天
平
九
年
（
七
三
七
）
四
月
に
大
伴
坂
上
郎
女
が
詠
ん
だ
巻
六
・
一
〇
一
七

番
歌
の
題
詞
に

　
　

�

夏
の
四
月
に
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
賀
茂
神
社
を
拝
み
奉
る
時
に
、
す
な
は

ち
逢
坂
山
を
越
え
、
近
江
の
海
を
望
み
見
て
、
晩
頭
に
帰
り
来き
た

り
て
作
る

歌
一
首

と
、
三
二
三
八
番
歌
と
同
様
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
参
照
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
二
三
八
番
歌
は
奈
良
朝
の
歌
で
あ
る
と
推
断
で
き

る
。
そ
し
て
、
金
村
の
九
〇
九
番
歌
の
「
白
木
綿
花
に
」
の
美
し
い
比
喩
表
現

と
、
赤
人
富
士
歌
三
一
八
の
「
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
」
の
空
間
表
現
に
学
ん
で

詠
み
成
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

「
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
」
は
、
山
の
麓
を
通
る
東
海
道
の
田
子

の
浦
の
海
岸
線
の
道
を
通
っ
て
、
視
界
が
開
け
て
富
士
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

地
点
に
出
て
見
る
と
、
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
地
点
は
、
さ
え
ぎ
っ
て

い
た
山
が
途
絶
え
て
視
界
が
開
け
る
、
当
時
の
富
士
川
下
流
と
入
海
の
接
す
る

地
点
で
、
現
在
の
吹
上
浜
近
く
か
（
上
掲
『
萬
葉
集
古
径
』）、
岩
淵
近
く
で
あ
ろ

う
か
。
三
保
の
浦
（
二
九
六
番
歌
）
や
田
子
の
浦
（
二
九
七
番
歌
）
よ
り
も
富
士
に

近
づ
い
た
地
点
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
長
歌
三
一
七
で
は
、

大
き
く
迫
る
富
士
を
も
と
に
、「
渡
る
日
の
影
も
隠
ら
ひ　

照
る
月
の
光
も
見

え
ず　

白
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り　

時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る
」
と
詠
み
、
反

歌
三
一
八
で
は
視
界
に
大
き
く
入
っ
て
き
た
「
真
白
」
の
印
象
を
「
真
白
に
ぞ
」

と
感
動
を
も
っ
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
反
歌
の
描
写
は
題
詞
の
「
富
士

の
山
を
望
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
逸
脱
し
て
は
い
な
い
。「
真
白
に
ぞ
」
の
「
ぞ
」

は
視
覚
的
に
は
係
助
詞
で
下
の
「
雪
は
降
り
け
る
」
の
連
体
形
「
け
る
」
と
呼

注
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応
し
て
係
り
結
び
を
な
す
。
け
れ
ど
も
、
声
に
出
し
て
第
一
句
か
ら
詠
ん
で
ゆ

く
と
、「
真
白
に
ぞ
」
の
「
ぞ
」
は
終
助
詞
的
な
強
い
詠
嘆
性
を
有
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

「
真ま

白し
ろ

に
」
は
集
中
に
こ
の
一
例
の
み
。「
真
白
」
は
他
に
後
の
大
伴
家
持
の

「
白
き
大
鷹
を
詠
む
歌
」（
巻
十
九
・
四
一
五
四
～
五
番
歌
）
の
反
歌
四
一
五
五
に
、

「
矢や

形か
た

尾を

の
真
白
の
鷹
」
の
例
が
あ
る
。
赤
人
の
「
真
白
」
の
応
用
で
あ
ろ
う
。

「
真
白
に
ぞ
」
の
原
文
表
記
は
「
真
白
衣
」。「
衣ぞ

」
の
表
記
は
「
真
白
」
と

縁
を
な
す
（
先
掲
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』『
山
部
赤
人
の
富
士
の
山
を
望み

る
歌
』）。

「
衣ぞ

」
の
仮
名
は
、「
公き
み
に

 
衣ぞ

恋こ
ふ

流る

」（
巻
十
一
・
二
五
九
八
番
歌
）、「
天あ
ま
く
も雲
之の

外よ
そ
に

衣ぞ

」

（
巻
十
三
・
三
二
五
九
番
歌
）
の
使
用
例
が
あ
る
。
後
者
の
例
は
、
女
性
の
片
恋
の

歌
（
三
二
五
八
～
九
番
歌
）
の
長
歌
末
尾
の
嘆
き
の
表
現
「
白し
ろ

栲た
へ

の
我
が
衣
こ
ろ
も

手で

も

通
り
て
濡ぬ

れ
ぬ
」（
衣
の
袖
ま
で
も
涙
で
濡
れ
通
っ
て
し
ま
っ
た
、
の
意
）
の
「
我
が

衣
手
」
と
対
応
さ
せ
て
、
つ
れ
な
い
男
を
「
天
雲
の
か
な
た
の
無
関
係
な
衣
の

君
」
の
よ
う
な
意
を
こ
め
て
、「
衣ぞ

」
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

赤
人
の
三
一
八
の
「
真
白
衣
」
も
、
長
歌
三
一
七
の
「
布4・

士
能
高
嶺
」
の

「
布4・

」
の
字
と
響
き
合
わ
せ
て
、
真
白
な
衣
の
布
の
よ
う
に
富
士
の
高
嶺
に
雪

が
清
ら
か
に
降
り
積
も
っ
て
い
る
様
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、『
百
人
一
首
』
や
『
新
古
今
和
歌
集
』（
巻
六
・
六
七
五
番
歌
）
の

田
子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
白
た
へ
の
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ

の
「
白
た
へ
の
」
の
表
現
は
、
赤
人
の
三
一
八
番
歌
の
「
真
白
衣
」
の
原
文
表

記
を
「
白
た
へ
の
」
と
訓
ん
だ
こ
と
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
（
先
掲
拙
著
『
テ
ー

マ
別
万
葉
集
』）。
ま
た
は
、「
真
白
衣
」
の
表
記
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
表
現
と
考

え
ら
れ
る
（
先
掲
拙
著
『
山
部
赤
人
の
富
士
の
山
を
望み

る
歌
』）。

第
三
句
の
「
真
白
に
ぞ
」
の
上
か
ら
の
文
脈
に
お
け
る
詠
嘆
的
強
調
は
、
下

二
句
に
お
い
て
「
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
」
と
詠
嘆
の
具
象
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
現
に
見
て
い
る
富
士
の
高
嶺
の
雪
を
讃
え
て
歌
い
収
め
て
い

る
。

五
、
富
士
と
す
み
れ
と

反
歌
三
一
八
の
「
真
白
に
ぞ
」
の
「
ぞ
」
の
よ
う
に
、
上
か
ら
の
文
脈
で
は

終
助
詞
的
な
詠
嘆
的
強
調
性
を
表
わ
し
、
下
の
文
脈
に
対
し
て
は
本
来
の
係
助

詞
と
し
て
機
能
し
、
文
末
の
連
体
形
の
語
と
呼
応
す
る
と
い
う
用
法
を
持
つ
歌

は
、
管
見
で
は
万
葉
集
中
他
に
、
赤
人
の
巻
八
・
一
四
二
四
番
歌
に
見
ら
れ
る

の
み
で
あ
る
。
そ
の
歌
は
、「
山
部
宿
禰
赤
人
が
歌
四
首
」（
巻
八
・
一
四
二
四
～

一
四
二
七
番
歌
）
の
第
一
首
一
四
二
四
で
、

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来こ

し
我
ぞ
野
を
な
つ
か
し
み
一ひ
と

夜よ

寝
に
け
る

と
い
う
。「
春
の
野
に
、
す
み
れ
を
摘
も
う
と
思
っ
て
や
っ
て
来
た
私
、
こ
の

私
は
野
の
美
し
さ
に
心
魅ひ

か
れ
て
一
夜
旅
寝
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
。」
の
意
。

富
士
の
歌
三
一
八
と
す
み
れ
の
歌
一
四
二
四
は
詠
作
の
時
期
も
近
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

こ
の
す
み
れ
の
歌
に
よ
っ
て
富
士
の
歌
は
い
っ
そ
う
強
く
照
ら
し
出
さ
れ
、

富
士
の
歌
に
よ
っ
て
す
み
れ
の
歌
は
い
っ
そ
う
強
く
照
ら
し
出
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
巨
視
的
視
点
に
よ
る
富
士
歌
と
微
視
的
視
点
に
よ
る
す
み
れ
の
歌
と
の

相
関
関
係
で
あ
る
。
こ
の
巨
視
的
視
点
と
微
視
的
視
点
は
、
赤
人
の
歌
と
人
生

4

4

4

4

の
道
を
歩
み
ゆ
く
時
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
の
見
方
と
思
考
の
本
質
を
今

注
11

（ 9 ）

山部赤人の「富士の山を望る歌」



に
語
り
告
げ
て
い
る
。

�

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
五
月
八
日

（
注
）

１
、
一
九
九
六
年
二
月
二
十
五
日
、
集
英
社
発
行

２
、�

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
十
月
二
十
七
日
、都
留
文
科
大
学
鈴
木
研
究
室
発
行
。

こ
の
書
の
中
で
は
、「
布
士
」
の
表
記
と
駿
河
国
風
土
記
逸
文
の
三
保
の
松
原
の
天

女
の
羽
衣
伝
説
や
『
竹
取
物
語
』
の
最
後
の
場
面
と
の
関
わ
り
も
説
い
て
い
る
。

３
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
、
角
川
学
芸
出
版
発
行

４
、
平
成
十
一
年
三
月
一
日
、
若
草
書
房
発
行

５
、
二
〇
〇
一
年
九
月
三
〇
日
、
和
泉
書
院
発
行

６
、
二
〇
〇
一
年
二
月
二
十
五
日
、
お
う
ふ
う
発
行

７
、
一
九
九
八
年
五
月
二
十
五
日
、
集
英
社
発
行

８
、
昭
和
十
六
年
六
月
五
日
、
弘
文
堂
書
房
発
行

９
、
一
九
九
七
年
九
月
二
十
五
日
、
集
英
社
発
行

10
、�

前
掲
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』
で
は
別
途
の
解
釈
を
記
し
た
が
、
現
在
は
こ
の
見

解
に
立
っ
て
い
る
。

11
、�

こ
の
こ
と
、
久
保
田
淳
編
『
日
本
文
学
史
』（
一
九
九
七
年
五
月
二
十
五
日
、
お
う

ふ
う
発
行
）
の
鈴
木
武
晴
執
筆
「
上
代
第
三
章
萬
葉
集
第
４
節
」
に
す
で
に
指
摘
し

て
い
る
。

（
補
記
）

論
文
本
文
中
に
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
補
記
す
る
。

Ⅰ
、�

赤
人
富
士
歌
の
長
歌
三
一
七
の
「
渡
る
日
の
影
」
を
、
大
伴
家
持
は
「
病
に
臥
し
て

無
常
を
悲
し
び
、
道
を
修
め
む
と
欲お
も

ひ
て
作
る
歌
二
首
」（
巻
二
十
・
四
四
六
八
～

九
番
歌
）
の
第
二
首
四
四
六
九
に
「
渡
る
日
の
影
に
競き

ほ

ひ
て
尋
ね
て
な
清
き
そ
の
道

ま
た
も
あ
は
む
た
め
」
と
詠
ん
で
い
る
。
赤
人
富
士
歌
と
そ
の
表
現
が
家
持
の
心
に

深
く
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

Ⅱ
、�

万
葉
の
時
代
か
ら
富
士
の
山
と
三
保
の
地
は
有
機
的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
赤

人
富
士
歌
の
三
一
七
の
「
布
士
」
や
三
一
八
の
「
真
白
衣
」
の
表
記
と
駿
河
国
風
土

記
逸
文
の
三
保
の
天
女
の
羽
衣
伝
説
と
の
か
か
わ
り
な
ど
か
ら
言
え
る
。

（
付
記
）

本
稿
は
、
都
留
文
科
大
学
文
学
部
国
文
学
科
の
「
古
典
文
学
テ
ー
マ
研
究
」

の
授
業
な
ど
で
述
べ
て
き
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
骨
子
は
、
山
梨
県
立
文
学
館
の
「
二
〇
一
九
年
度
年
間
文
学
講
座
」

第
一
回
（
二
〇
一
九
年
五
月
十
日
）
に
お
い
て
、「
万
葉
集
の
山
部
赤
人
の
富
士
の

山
を
望
（
み
）
る
歌
」
と
題
し
、
資
料
と
口
頭
で
公
表
し
た
。

受
領
日　

二
〇
一
九
年
五
月
八
日　

受
理
日　

二
〇
一
九
年
六
月
一
二
日

（ 10 ）
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